
~;コJ;
昭和44年9月1日(1) 

長崎国体を成功させよう

て
通
信
室
の
静
寂
を
破
っ
て

同えそ室田災己JL-j毎
グ

緊

張

し

た

十

四

時
間
グ

け
た
た
ま
し
く
「
一

一
九
番
」
の
ベ
ル

ど

ん

な

仕

事

を

し

て

い

て

も

、

問円
凡

来
訪
者
と
対
話
中
の
も
の
も

物毎
物

席
を
け
っ
て
全
員
が
車
庫
へ

l

物物

件
右
あ
ゅ
の
よ
う
に
ピ
チ
ピ
チ
し
た
協物

署
員
の
目
は
、
災
害
と
の
対
決
に
物物
一制

す
る
ど
く
輝
き
、
高
鳴
る
消
防
車
の

物加
mm
鞠

サ
イ
レ
ン
に
躍
動
す
る
斗
志
を

物調
協
策

み
な
ぎ
ら
せ
て
現
場
へ
急
行
す
る
統
一
物
月

備

え

あ

れ

ば

憂

な

し

惣

一

働
問

今
日
も
ま
た
防
火
点
検
や
消
防
訓
練

物昭

に
厳
し
い
一
日
が
あ
る
。



(2) 

皇
太
子

同
妃
殿
下

おおむら

奉
送
迎
に
際
し
お

願
い

一
般
奉
送
迎
の
場
所
、
配
置
な
ど

に
つ
い
て
は
、
八
月
下
旬
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
次

の
こ
と
が
ら
を
守
っ
て
い
た
だ
い

て
な
ご
や
か
な
ふ
ん
い
き
で
お
迎

え
し
ま
し
ょ
う
。

V

指
定
さ
れ
た
奉
送
迎
場
所
に
は

ご
通
過
予
定
時
刻
の
少
く
と
も

さ一

O
分
前
に
は
定
め
ら
れ
た
場

所
に
集

っ
て
く
だ
さ
い
。

V

奉
送
迎
用
小
旗
は
な
る
べ
く
持

っ
て
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

旗
の
柄
は
「
四

0
セ
ン
チ
」
程

度
と
し
ま
す
。

V

幼
児
が
ご
通
路
に
飛
び
出
さ
な

い
よ
う
に
保
護
者
は
充
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

V

雨
天
の
場
合
、

奉
送
迎
者
の
雨

具
の
使
用
は
さ
し
っ
か
え
あ
り

ま
せ
ん
。

V

写
真
を
と
ら
れ
る
方
は
お
車
の

そ
ぼ
な
ど
に
出
て
と
ら
れ
る
と

混
雑
を
誘
う
原
因
と
な
り
文
危

険
で
す
か
ら
や
め
て
く
だ
さ
い

V

万
歳
の
唱
和
は
自
主
的
に
行
つ

て
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま
ぜ
ん
。
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V

奉
送
迎
者
の
服
装
は
礼
を
失
し

な
い
程
度
の
平
服
で
さ
し
っ
か

え
あ
り
ま
せ
ん
。

V

飼
い
犬
は
必
ら
ず
家
に
つ
な
い

で
お
き
ま
し
ょ
う
。

V

空
港
で
の
駐
車
は
係
員
の
皆
示

に
し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

V

ご
通
過
沿
道
に
は
国
旗
を
か
L

げ
ま
し
ょ
う
。

V

外
出
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
留

守
番
を
お
き
、
火
の
元
を
確
か

め
て
か
ら
お
迎
え
に
出
ま
し
ょ

下

程
殿

日

両

御

妃

啓

同

行

• 
子太自主9月5日 15~if l正面 1回発

( 9月5日に欠航lの11:50着 |一一113:09発
{の場合は9月6日) 一→唾|→ 川棚へ

，っ.

V

ま
だ
残
暑
も
き
び
し
い
の
で
、

体
の
具
合
の
悪
い
人
は
、
無
理

を
し
な
い
よ
う
、
気
分
が
悪
く

な
っ
た
ら
、
木
蔭
な
ど
で
休
む

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
，

v
そ
の
ほ
か
警
察
官
や
消
防
団
、

市
役
所
の
関
係
者
の
指
示
に
し

た
が
っ
て
く
だ
さ
い
.

交

通

規

制

の

…

お
知
ら
せ
一

C御着、御発の時哀1] J 

匝晶画1:主EEJJfj百;;iZ
(10日欠航の場合は、国病と光と緑の園を御視察〉

2月!?欠極 週→同→ |まと富←「
↓ t_一 時刻は上記に準ずる ↓ 11・c:c:主主

品量 →邑!口元iL

.'9月 10日

9月 J.1日

自動車お列ご通過の!日聞から、自動車お列ご通過までの問、通行を禁止します。 l Z 
一般車輔は、 う回路を利用するか、待避所などで一時待避していただきます。 I ごさ

自動車お列ご通過の5分前から 自動車問ご通過までの間一般車両は 歓送迎者の |訊 8
混雑しない道路左側端で一時待避していただきます。 I ~貝疹

iいι
自動車お列ご通過の5分前から、自動車お列ご通過までの問、一般車両は第l通行帯 |し
を一列進行し、追越し、右折をやめていただきます。 I品

|す
の区間

園の区間
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福
祉
年
金
のし
く
み
」

福
祉
年
金
制
度
が
で
き
て
、
こ

と
し
で
九
年
に
な
り
ま
す
が
、
い

主
で
は
全
国
で
約
三
百
万
人
が
、

こ
の
福
祉
年
金
の
支
給
を
受
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
昭
和

三
十
六
年
四
月

一
日
に
五
十
歳
以

上
の
人
(
明
治
四
十
四
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)
で
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
も
保
険
料
を

掛
け
る
期
聞
が
短
か
い
の
で
、
保

険
料
を
掛
け
な
い
で
全
額
国
の
負

担
に
よ
っ
て
年
金
を
支
給
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
明

治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
は
、
す
べ

て
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
福
祉
年
金
は
、
そ

の
費
用
の
全
額
を
園
の
負
担
に
よ

っ
て
支
給
さ
れ
る
年
金
で
あ
る
た

め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
か
ら
効

果
的
に
福
祉
年
金
を
支
給
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、

思
給
受
給
者
や

本
人
な
ど
に
あ
る
程
度
の
所
得
が

あ
る
と
き
は
支
給
停
止
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
三
月
末
現
在
大

村
市
に
お
け
る
福
祉
年
金
を
受
け

て
い
る
人
は
、

別
表

ωの
と
お
り

で
す
。

昭和44年 9月1日りおおむ市政だより(3) 

搭
祉
年
金
証
書
の
交
付

に
つ
い
て

さ
き
怪
福
祉
年
金
定
時
届
の
た

め
に
提
出
さ
れ
て
い
た
証
書
を
九

月
一
日
よ
り
交
付
い
た
し
ま
す
の

で、

保
管
証
と
、
印
か
ん
を
持
っ

て
、
各
出
張
所
で
お
受
け
取
り
下

さ
い
。
た
だ
し
大
村
地
区
と
萱
瀬

地
区
の
荒
瀬
町
は
市
役
所
保
険
年

金
課
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
い
ま

国
会
提
出
の
国
民
年
金
改
正
法
案

が
審
議
未
了
と
な
り
ま
し
た
の
で

一
部
の
人
で
支
給
停
止
と
な
る
方

も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

、
念
の
た
め
申
し
添
え
ま
す
。

Mm表
ゆ

福
祉
年
金
額
(
年
額
〉

区

分

一

年

金

額

老
令

一
二

O
、四

O
O円

福
祉
年
金
↑
月
額
二
七

O
O円

-
三
二
、
四

O
O円

障
害

H

一
月
額
二
、
七

O
O
円

母
子

H

{

一
二
六
、
四
O
O円

準
母
子
H

三
月
額
二
、
二

O
O円

(
注
)

母
子、

準
母
子
の
各
福
祉

年
金
は
、
子
二
人
目
か
ら
四
、
八

0
0円
加
算
さ
れ
ま
す
。

別表(2)く福祉年金>

| 区 分 l人 員 |金額(単位千円)

|老令福祉年金 |且 l MJ 
障害福祉年金 314I 9，713 
母子、準母子、福祉年金 66 ; ，48Li 

計 I2，401 i 44，348 
く拠出年金>
障害年金 し__  8! 574 
母子年金 61 3，674 

計 69' 4，248 ! 
昭和43年度年金保険料収納額 25，041 

老
人
の
福
祉
週
間

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す

市
で
は
、
こ
の
日
か
ら

一
週
間
を

「
老
人
の
福
祉
週
間
」
と
し
て
、

関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
を
え
て

つ
ぎ
の
行
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

ム
満
八
十
五
才
以
上
の
方
に
記
念

口
聞
を
贈
呈

ム
満
九
十
才
の
方
に
記
念
品
の
ほ

か
記
念
写
真
を
贈
呈

ム
満
七
十
才
以
上
の
方
に
理
容
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
員
の
方
々
の

特
別
半
額
奉
仕
、
浴
場
の
特
別

無
料
奉
仕
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
奉
仕

券
は
、
各
町
務
連
絡
員
に
お
願

い
し
て
配
付
い
た
し
ま
す
。

国
体
も
真
近
か

伝
染
病
予
防
な

ど
に
ご
留
意
を

国
体
開
催
ま
で
六
十
日
余
り
と

な
り
、
こ
れ
に
伴
な
い
市
民
運
動

も
益
々
盛
り
あ
が
り
を
み
せ
、
各

地
域
で
い
ろ
ん
な
活
動
も
愈
々
総

仕
上
げ
の
時
期
に
達
し
て
い
ま
す

も
っ
と
も
心
配
さ
れ
て
い
る
赤

痢
発
生
も
六
月
二
十
三
日
以
降

一

件
の
発
生
も
な
く
今
後
と
も
市
民

一
人
一

人
が

一
層
の
自
覚
と
努
力

が
望
ま
れ
ま
す
。

叉
、
最
近
、
畜
犬
や
野
犬
に
よ

る
各
種
の
被
害
届
け
が
相
次
い
で

お
り
ま
す
。
犬
は
必
ら
ず
つ
な
い

で
飼
い
、
不
要
な
犬
は
野
放
し
に

せ
ず
、
毎
月
十
四
日
に
設
置
し
て

い
る
不
要
犬
引
取
り
箱
に
入
れ
て

く
だ
さ
レ
。

市
及
び
、
大
村
市
衛
生
組
織
連

合
会
で
は
、
健
康
で
、
き
れ
い
な

生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
九
月
中

を
マ
畜
犬
の
正
し
い
飼
い
か
た
普

及
月
間
マ
冷
蔵
庫
等
、
食
品
保
管

庫
及
び
調
理
器
具
食
器
類
の

一
斉

消
毒
励
行
月
間
に
定
め
、
下
記
に

よ
り
普
及
を
図
り
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
実
践
活
動
に
よ
り
立

派
な
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

己

し

畜
犬
の
正
し
い
普
及
運
動
に

つ
い
て

O
広
報
車
に
よ
る
啓
蒙

O
畜
犬
取
締
り
指
導
員
に
よ
る

違
反
犬
の
巡
回
取
締
り
指
導

2

冷
蔵
庫
等
食
品
保
管
庫
及
び

調
理
器
具
食
器
類
の一

斉
消
毒

励
行
に
つ
い
て

O
各
地
区
衛
生
組
織
、
町
務
連

絡
員
を
?
っ
じ
た
啓
蒙
普
及

O
洗
浄
型
消
毒
殺
菌
剤
の
斡
旋

薬
品
名
、
ス
キ
ッ
ト
(
厚
生
省

代
用
消
毒
指
定
剤
)

容
量
、

一

ood

斡
旋
価
格
、
一

O
O
円
、

(
問
{
捌
倍
希
釈
使
用
)
。

薬
品
は
、
各
町
内
毎
に
取
り
ま

と
め
、
九
月
十
回
ま
で
に
衛
生
課

ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

国
体
入
場
券
の

発
売
に
つ
い
て

国
体
事
務
局
で
は
、

秋
季

国
体
開
閉
会
式
及
び
模
擬
国

体
の
入
場
券
を
発
売
い
た
し

ま
す
の
で
、
申
し
込
者
は

0

0

0

0

0

 

往
復
は
が
き
で
住
所
氏
名
年

令
を
明
記
し
て
大
村
市
玖
島

郷
二
五
国
体
事
務
局
宛
お
早

く
ど
う
かそ
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選
挙
人
名
簿

追
加
登
録
者
な
ど
の

書
面
貌
覧

九
月
一
日
現
在
で
、
九
月
十
日

に
選
挙
人
名
簿
に
追
加
登
録
し
た

人
を
記
載
し
た
書
面
を
、
つ
ぎ
の

と
お
り
一
般
に
縦
覧
し
ま
す
。

マ
追
加
登
録
し
た
人

①
新
た
に
他
市
町
村
か
ら
転
入

し
昭
和
田
十
四
年
六
月
一
日
ま

で
に
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
引
続
き
、
大
村
市
に
居
住
し

て
い
る
人

①
永
年
犬
村
市
証
居
住
し
て
い

る
人
で
昭
和
四
十
四
年
六
月
一

日
ま
で
に
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
満
二
十
才
以
上

(
九
月
一
日
現
在
で
〉
で
登
録

さ
れ
て
い
な
い
人

マ
縦
覧
期
間

九
月
十
一
日
か
ら
九
月
十
五
日

ま
で
(
午
前
八
時
三
十
分
l
午

後
五
時
ま
で
)

マ
縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ハ
注
)
公
職
選
挙
法
の
-
部
改
正

に
よ
り
在
民
基
本
台
娠
に
記
掃
さ
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れ
て
い
な
い
と
、
選
挙
人
名
簿
に

自

衛

官

募

集

登
録
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
住
民
基
本
防
衛
庁
で
は
、
わ
が
国
の
平
和

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
ふ
独
立
を
守
り
、
社
会
生
活
に
必

早
急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
要
な
規
律
と
、

将
来
役
に
立
つ
技

術
を
身
に
つ
け
る
陸
・
海
・
空
自

衛
官
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

※
受
験
資
格

老
人
の
健
康
診
査

老
人
が
健
康
な
生
活
を
送
る
に

は
、
ま
ず
賓
気
の
予
防
が
第
一
で

す
。
そ
こ
で
つ
ぎ
の
と
お
り
老
人

の
健
康
診
査
を
行
な
い
ま
す
の
で

多
数
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
期
間
九
月
一
日
よ
り
十
月
十

五
固
ま
で

マ
受
診
場
所

市
内
の
内
科
高
開
業
医
院

(
公
立
の
医
療
機
関
を
除
く
)

マ
資
格
満
六
十
五
才
以
上
の
人
で
現
者

医
師
の
治
療
を
受
け
て
い
な
い

人。

マ
受
診
方
法

+
月
十
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所

に
申
し
こ
ん
で
く
だ
さ
い
.

マ
受
診
料

無

料

な
お
、
受
診
申
込
者
に
は
老
人

健
康
診
査
記
録
表
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
そ

2
記
録
表
に
住
所

(
町
名
番
地
ま
で
記
入
の
こ
と
)

氏
名
、
生
年
月
日
を
明
確
に
記

入
し
医
院
に
提
示
し
て
受
診
し

て
く
ガ
さ
い
.

十
八
才
以
上

二
十
五
才
未
満

※
志
願
受
付

大
村
部
隊
内
地
方
連
絡
部

大
村
芭
張
所
で
(
電
二一

三
一
)
毎
日
受
付
け
て
お

り
ま
す

※
試
験中
学
卒
程
度
の
簡
単
な
筆

記
試
験
、
身
体
検
査
、
面

接
を
行
な
い
ま
す
が
、
半

日
程
度
で
終
り
ま
す
.

(
毎
日
実
施
)

そ
の
他
、
合
柊
発
表
、入
隊
目、

給
料
、
身
分
保
障
等
く
わ
し
い
こ

と
は
大
村
部
隊
内
地
方
連
絡
部
大

村
出
張
所
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

胃
の
集
団
検
診

マ
対
象
者
三
十
五
才
以
上
の
人

マ
料
金
四
百
円
検
診
自
の
当

日
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
検
査
方
法
県
の
集
団
検
診
車

「
つ
ば
き
号
」
に
土
る

X
線
の
間
接
撮
影
検
査

マ
甜
込
方
法

九
月
十
回
ま
で
に

ハ
ガ
キ
(
住
所
、
氏
名
生
年
月

日、
世
帯
主
名
を
記
入
の
こ
と
〉

ま
た
は
電
話
で
衛
生
課
へ
申
し

込
み
下
さ
い

マ
実
施
期
日
九
月
十
七
、
十
八

自
の
予
定

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
衛
生

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

…
 

ガ
l
ル
、
ス
カ
ウ
ト
は
、
定
例

的
に
規
律
毒
。
訓
練
を
し
て
、
健

康
な
心
必
体
を
養
い
、
立
派
な
社

会
人
と
な
る
た
め
の
活
動
を
す
る

少
女
の
団
体
で
す
。

本
市
で
も
近
く
結
成
す
る
こ
と

に
な
り
団
員
を
次
の
通
り
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

マ
募
集
人
員

①
ガ
l
ル
、
ス
カ
ウ
ト

一
O
才
1
一
五
才
三

O
名

①
上
級
ス
カ
ウ
ト

一
五
才
l
一
八
才

一
五
名

①
レ
ン
ジ
ャ

l

一
八
才
1
二
二
才
一
五
名

申
込
書
は
社
会
教
育
課
に
あ
り

ま
す
の
で
、
九
月
二
十
日
ま
で
に

申
込
ん
で
下
さ
い
.

な
お
く
わ
し
い
さ
と
は
社
会
教

育
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

電
話

四

一
一
一

ガ
ー
ル
、

を
募
集

ス
カ
ウ
ト

月日|所在地 |科目|医院名 |電話

武 部皮ふ科佐伯医院 4330 
東三城町産婦人科長野病院 2107 
日 西三城町内 科琴尾医院 2056 
原口郷内整形外科橋口医院 8739 
武 部内 科海浜医院 3211
14 乾馬場内 科松呆医院 2943 
目 向陽町外 科中島医院 3875 
原口郷産婦人科桝本医院 8355 
玖島 町

整内内内産形婦外人科科科科I岸|松朝沢 井 医 院
3574 

21 乾馬場 未整形 4300 
日 辻田町 長医院 3266 
荒瀬郷 田医院立競603
春 日町内産婦人科中村医院 2733
28 東 本町整形外科貞松整形 2602 
日 並 松町内 科野口医院 2339 
並松吉本松内 科今回医院 3032 

9月の日曜当番医所 医施月日|時 間 I ~ 九票
萱瀬出張所19月5日|叩 -12:001日母
三浦診療所19月8日同:30~12:0812覇工
鈴田出張所19月g日19:30-12:001ま母安

竹松出張所19月12日19:30-15:301主義務
福重出張所r9月16日19:30-1川 君
松原公民館19月24日113:30-15:301 つ

ぎ

場英
会
話
の
講
座

一

、

期

間

自

九

月

十

九

日

至
十
一
月
十
四
日

夜

自

十

九

時

O
分

至
二
十
一
時

O
分

九
月
十
六
日

中
央
公
民
館
へ

県
立
大
村
高
校
教
諭

語
尾
静
枝
先
生

二
、
申
込

三
、
講
師

墓
地
の
改
葬

無
縁
墓
地
の
改
葬
が
つ
ぎ
の
と
お

り
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

マ
墓
地
の
名
称
及
び
所
在
地

長
崎
市
坂
本
町
県
有
墓
地

マ
届
出
先
長
崎
市
江
戸
町
二
番

十

三

号

長

崎
県
衛
生
部
環
境
衛

生
課

電

話

長

崎

市
二
ニ
|
四

七
八

O

二
二

l
一
一
一
一
(
内

線
四
七
五
)

マ
届
出
期
日
昭
和
四
十
四
年
九

月
三
十
日

マ
墓
地
の
名
称
及
び
所
在
地

円
光
庵
墓
地

山
口
県
阿
武
郡
田
万
川
町
大
字
江

崎
才
六
九
二
(
教
専
寺
上
)

マ
届
出
先
山
口
県
阿
武
郡
田
万

川
町
大
字
下
回
万
田
万
川
町
役

場マ
届
出
期
日

月
十
日

昭
和
四
十
四
年
十


